
英語科 学習指導案
平成２３年１１月１７日（木）５校時

指導学級 １ 年 １ 組

授業会場 ３ 階 ホ ー ル

指 導 者 教諭 森田 美雪

ALT Jeremy September

１ 題材名 「Speaking Plus ２ 道案内」（NEW HORIZON English Course １ 東京書籍）

２ 題材の目標

(1) 目的地までの乗り物での行き方を，その場に応じた英語でたずねたり教えたりする。

(2) ペアやグループワークに意欲的に取り組む。

３ 単元の評価規準

コミュニケーションへの 外国語表現の能力 外国語理解の 言語文化についての

意欲・関心・態度 能力 知識・理解

①ペアやグループワーク ②目的地までの乗り物の ③目的地までの乗り

において，間違いを気 行き方を，たずねたり 物での行き方のた

にせず会話をしようと 教えたりすることがで ずね方と教え方を

する。 きる。 理解している。

４ 題材について

(1) 題材について

本題材は，新学習指導要領の２内容(1)言語活動のイ「話すこと」(イ)「自分の考えや

気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること」を指導内容として構成したものである。

２の内容(2)言語活動の取り扱いでは，アの(ウ)言語の使用場面の例「道案内」を取り上

げている。言語の働きの例として，主に「a コミュニケーションを円滑にする」「c 情報

を伝える」が使用されている。また「道案内」の題材は，３年間を通して段階を経て学ぶ

ことになっており，１年生では「乗り物での行き先をたずねる・教える」，２年生では

「道順をたずねる・教える」３年生では「乗り物での行き方をたずねる・教える」を扱っ

ている。

新学習指導要領の外国語科の目標の中に，「積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度の育成を図り，聞くこと，話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケーショ

ン能力の育成を養う」という部分がある。この部分からは，４つの技能をバランスよく育

成するだけでなく，実際の様々な場面の中で運用できるコミュニケーション能力の育成と

向上が重要であることが分かる。本題材は，教科書の基本表現を参考に，いくつかの場面

を設定するなどして，実践的なコミュニケーション活動をさせるには適した題材である。

授業の中で４つの技能を組み入れた何種類かのコミュニケーションの場面を多く設定し，

英語を運用する力や思考力・表現力を養う指導方法を工夫していきたいと考える。

本題材の内容は，絵美が駅前で外国人の男性に，目的地までのバスでの行き方や所要時

間についてたずねられ，英語で教えるというものである。バスターミナルという特定の場

所で，外国人に乗り方や行き方をたずねられるということは，実際の場面の中で大いにに

ありうることである。その意味でも，生徒たちにとって身近な日常生活の一場面としてと

らえやすい内容であると言える。旅行先や実際の場面の中で，使用頻度が高い表現が多い

題材なので，使用されている表現をしっかり理解させ，運用できる力を身に付けさせたい。

また，決まった英語表現が多く含まれている題材なので，自然な会話をつなげるために今



まで学習した表現を取り入れるなどして，より実践的な場面で使うことができるように工

夫する必要がある。

(2) 生徒について

男子１８名，女子１７名（H23.9.30現在）で，明るく積極的に授業に参加している生徒

が多い学級である。各教科ともに学習に対して意欲的であり，発言も多い。

今回授業をするにあたって，以下のような英語の授業に関するアンケートをとった。

（H23.7.19実施：３４名）

①英語の学習が好きですか。 好き（３１名） まあまあ好き(３名)

②「英語を話す」「英語を聞く」「英語を読む」「英語を書く」の中で，特に好きな活

動はどれですか。 （複数回答あり）

・英語を話す活動（１７名） ・英語を聞く活動（６名）

・英語を読む活動（３名） ・英語を書く活動（１３名）

③これまでの英語の授業の中で，特に楽しかったものやおもしろかったものを具体的に

書きなさい。（複数回答あり）

・ペアやグループで，英文の会話を作り発表する活動 （２４名）

・教科書の英文を変えたり，付け加えたりして発表する活動 （１７名）

・ALTの先生に英語で質問したり，ALTの先生の質問に英語で答える活動 （１７名）

以上の結果から，英語の学習に高い興味・関心を抱いている生徒が多く，特に英語でス

キットを作り，それを発表するというコミュニケーション活動にかなり意欲的に取り組ん

でいることが分かる。これは小学校での英語活動の中で，何種類かの言語活動を経験して

きたことも要因の１つであると考えられる。

今後も生徒たちの英語学習への意欲や関心を持続させ，実際の場面の中で，英語で表現

せるための言語活動を探究していきたい。そのためには，日常生活の中でのコミュニケー

ションの場面を数多く取り入れ，学習したことを活用して自信を持って正しく英語で表現

できるように指導を継続していきたいと考える。

(3) 校内研究主題との関連

本校の研究主題は，「自ら課題を持ち，互いに学び合う生徒の育成～自分の考えを持ち，

よりよく表現し合う言語活動を通して～」である。これを受けて英語科では，「コミュニ

ケーション能力を高めるための言語活動の充実～話す・書く活動を通して～」という研究

主題を設定した。英語の授業を通して，英語で書かれたものを読んだり，英語で話された

ものを聞いて，内容を正しく理解する力（思考力），話し手（聞き手）の意向を正しく理

解し，自分の考えや事実を相手に分かりやすく伝えようと工夫する力（判断力），既習の

言語材料や例を活用して，内容を正しく伝える力（表現力）を育成したいと考えた。また，

個人からペア，そしてグループへと学習形態を変化させながら言語活動に取り組ませ，学

び合いの中で自分自身の理解力や表現力をより一層向上させていくことを目標の一つとし

ている。

新学習指導要領では，「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４技能の

総合的な指導を通して，この４技能を統合的に指導していくことの重要性が述べられてい



る。そこで本校英語科における言語活動については，教科書の基本文を参考にして，自分

自身のことや身の回りのことを正確な英語で書き，大きな声で発表する活動に重点を置く

ことにした。具体的な手だてとして以下の３つを挙げている

①既習事項を活用して，テーマに基づいた簡単なスピーチを正確な英語で書き，作成する。

②作成したスピーチを大きな声で正確に発音し，グループ内で発表し合う。

③他の人の発表を聞きながら，よい表現を取り入れ，自分の原稿を手直しする。

４技能の総合的な指導を通して，言語材料を定着させるための効果的な言語活動を設定

し，さらに生徒同士の関わり合いを通してお互いを高め合うことができる活動を授業の中

で工夫していきたい。そのためには，教科書の基本的な英語表現を確実に習得させる言語

活動や，その基本表現を使って身近なことや自分自身のことを英語で的確に表現できる言

語活動を数多く取り入れることが重要であると考える。また，ペアやグループ活動を通し

て，お互いの英語を聞き合ったり修正し合ったりという活動をさせることで，相互に学び

合いながらで実際の場面で英語を運用できる力を身に付けさせていきたい。

(4) 指導にあたって

本題材は，目的地までの行き方と所要時間の応答が主なコミュニケーション活動である。

教科書の基本の表現を活用しながら，実際の場面を想定し，その場にふさわしい英語表現

を使うことができるような力の育成を目標としたい。その目標を達成するために，以下の

ような具体的な指導の手だてを考えた。

①複数の場面設定と教材の提示

教科書では，バスターミナルだけに場面を限っていたが，本題材の指導では複数の場面

を設定したい。具体的には，仙台駅のバスターミナル，地下鉄ターミナル，JRターミナル

（仙石線，仙山線）の３場面を設定する。そこで仙台市の中学生が，仙台周辺観光をして

いる外国人に乗り物の乗り方と所要時間を聞かれ，英語で答えるという活動を設定するこ

とにした。複数の具体的な場面を想定することで，生徒にとって，より現実的で身近な場

面でのコミュニケーション活動を展開できるものと考えた。

また，仙台周辺観光を予定している外国人に道案内をするという設定なので，仙台市内

や周辺の有名観光地への実際の行き方の知識が必要となる。そこで，仙台市周辺の観光地

図や，バス，地下鉄，JR（仙石線，仙山線）の時刻表を準備し，ある程度生徒たちが説明

の際に利用できるように工夫を加えた。この資料を見ながら，外国人役と中学生役になり，

お互いが観光地に行くための道案内を意欲的にできるよう促していきたい。

②学習形態の効果的な工夫

普段の英語の授業では，ペアや３人，４人などその課題に合わせた人数で指導を行って

いる。じっくりと英語を書いたり，練習課題を行うときは個人で活動に取り組んでいる。

本単元では，主に４人グループの学習形態で活動させる。教科書本文の音読練習と暗唱を

ペアでさせ，そのあと４人グループで，実際の仙台駅での道案内の会話を作成させる。外

国人役２名，中学生役を２名とし，４人で相談しながら仙台駅での道案内のスキットを作

成する。

その際，教科書の基本文を参考にしながら，実際にありそうな英語の台詞を組み入れ英

文を完成させるように助言していく。４人グループとした理由は，４人の方がペアよりも

様々なアイディアが出やすく，英語の発表活動に不安を持つ生徒も安心して取り組むこと

ができるのではないかと考えたからである。

③ALTとの team teachingの工夫

生徒たちは，ALTと会話をすること，ALTと共に言語材料の定着を目標としたゲームを

することが大好きである。週１回のALTとの team teachingを心待ちにしており，いつも積極



的に意欲をもって言語活動に参加している。本単元でも，ALTとの team teachingの中に，

「話す」「聞く」「読む」「書く」という４技能を総合的に使った言語活動を組み入れて，

生徒たちの意欲をさらに喚起していきたいと考える。

具体的には，モデル対話を聞く，読む，話す（口頭で練習する），書く（スキットを書

く）というすべての言語活動の中で，ALTとJTEが支援をしていくという指導形態をとって

いきたい。また，本時の授業の中でALTとJTEが作ったモデル対話を聞かせることにより，

自分たちで作った対話の見直しをさせ，より適切で実際の場面で使用可能な英語を練り直

させていきたい。

５ 題材の指導計画（２時間扱い）

時 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価 主な言語活動

規準

(1)場面の理解と教科書のモデル対 ・ALTとJTEが教科書のモデ ③

話の確認をする。 ル対話を演じ，場面や対

話の内容を正確に理解さ

せる。

(2)新出表現の意味・用法を理解し，

モデル対話を暗唱する。

・新出単語，基本表現の練習をする。 ・ flash cardを使って，何度 ① 「感受・表現」

(個人) も口頭練習をさせる。

１ ・教科書のモデル対話の音読練習と ・ALT，JTEと発音練習を行

暗唱をする。 (ペア) い，暗唱してできるよう

に支援する。

(3)仙台駅を舞台にして道案内の会話 ・作成の前に，ALTとJTEが ② 「討論・協同」

を作成する。 （４人グループ) 作成したスキットを聞か

せ，参考にさせる。４人

組になり，具体的な場面

や状況を相談しながら，

対話を作成させる。

(1)前時に作成した対話を確認し，練 ・自然なコミュニケーショ ③ 「討論・協同」

習をする。 (４人グループ) ンができるように，作っ

た対話をチェックし練習

させる。JTEとALTは机間

指導をする。

(2)作った対話を発表する。 ・どの乗り物にするかは， ① 「解釈・説明」

２ (４人グループ) 事前に決めさせておく。

(3)実際の場面を想定し，旅行者役と ・旅行者役，中学生役とも ① 「評価・論述」

中学生役に分かれて，道案内の対 に，ローテーションで動

本 話をする。 (ペア） きながら対話をするので

時 ・旅行者役２名は他の乗り物の場所 スムーズに動くことがで

に移動し，実際に行ってみたい場 きるように，事前に動き

所への行き方を聞く。 方を指導しておく。また

・中学生役はそのまま発表した場所 迷う場面も出てくると思

で，旅行者役への道案内を行う。 われるので，適宜助言を

加え，支援しながら対話

を進めさせる。



６ 本時の指導

(1) 単元名 「Speaking Plus ２ 道案内」

(2) 本時のねらい

①ペアやグループでの活動に意欲的に取り組む。

②目的地までの乗り物での行き方を、その場に応じた英語でたずねたり教えたりする。

(3) 本時の提案

〔提案１〕４人グループでの対話発表

４人グループで作成した仙台市周辺観光の道案内を，全体の前で発表させる。前時に，

ALTと JTEが作成したモデル対話を何パターンか聞かせ，実際の場面に即した表現やつな

ぎ言葉などに気付かせ，スキットを作成させたい。また，教科書のモデル対話をどのよう

に実場面に取り入れ，その場に適した対話を作成し発表することが本時のねらいにつなが

るので，事前にスキットのチェックをJTEとALTで十分に行い，しっかりと対話練習をさ

せた後で，発表活動につなげていきたい。またこの発表活動は，本校英語科の具体的な手

だて②「作成したスピーチを大きな声で正確に発音し，グループ内で発表し合う」につな

がるものであると考えられる。さらに，お互いの対話発表を聞き合うことが，具体的な手

だて③「他の人の発表を聞きながら，よい表現を取り入れ，自分の原稿を手直しする」に

関連する活動ととらえることができる。

〔提案２〕旅行者役，中学生役での対話

４人グループの発表後，旅行者役は実際に行ってみたい場所への行き方を中学生役に英

語でたずねる。中学生役は，資料を参考に英語で道案内をすることになる。両者とも決ま

った原稿はないので，その場に応じて行き方をたずねたり，教えたりという英語での言語

活動をすることになる。自分たちで考えて英語で会話をすることになるので，さながら実

際の場面でのコミュニケーション活動と同様に近い状況になる。

教科書のモデル対話を，実際の場面で運用できる力が必要となるので，この活動までの

指導をALTと共にきめ細かく行い，英語でのコミュニケーション能力向上へとつなげてい

きたいと考える。



(4) 本時の指導過程

段階 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価の方法

１ ウォームアップ ・communication sheetを使っ

(1)あいさつ ＜一斉＞ て，正確な発音で対話をす

(2)ペアでの対話 るようにする。

＜ペア＞

２ 今日の学習内容につい ・本時の指導内容を分かりや

つ ての説明を聞く。 すく説明し，活動に意欲を

か ＜一斉＞ 持たせるようにする。

む

①「道案内」の表現を，実際の場面で使うことがで

５ きるようにする。

分 ②ペアや4人グループの英語の対話に，意欲的に取り

組む。

３ 作成した道案内の対話 ・ALTとJTEは，グループを回 ・グループ内で作成し

を確認し，発表の練習 って具体的な助言をするよ たスキットを実際の

をする。 うにする。前時に作成した 場面に即した表現に

＜４人グループ＞ 対話を確認し，より自然な 修正し，意欲的に発

流れのコミュニケーション 表しようとする。

ができるように支援をす （観察・ワークシート

る。 ・机間指導）

４ 道案内の対話を発表す ・事前にバス，地下鉄，JRの ・グループで協力しな

る。＜４人グループ＞ ３つのグループに分けて， がら，対話の発表に

考 それそれぞれの場所で発表 意欲的に取り組んで

え させるようにする。また対 いる。 （観察）

る 話は暗唱させて発表させ ・他のグループの発表

・ る。必要であれば，小道具 の内容をを正しく聞

深 などを準備させ，臨場感あ き取っている。

め ふれる発表になるように助 （観察）

る 言しておく。

５ 旅行者役と中学生役に ・中学生役は，４で発表した ・ペアで協力しながら

40 分かれ，実際に道案内 場所に行き，旅行者役の質 実際の場面を想定し

分 の対話をする。 問に答えながら，道案内を て生き生きと会話を

＜ペア・一斉＞ 英語で行うようにする。ま 継続している。

た，３組ずつ場所につき， （観察・机間指導）

ローテーションで対話をす ・今まで学習した英語

る。 表現を使用して，

・旅行者役は，４で発表して 「道案内」の会話を



ない乗り物の場所に行く。 しようと努力してい

３組ずつ乗り物の場所につ る。

考 き，その場で英語を使って （観察・机間指導）

え 行ってみたい観光地への行

る き方をたずねる。

・ ・JTEとALTは場所につきなが

深 ら，生徒たちへの支援を行

め う。またALTは，実際の旅

る 行者役になり中学生役の生

徒たちと対話をするように

する。

ま ６ 自己評価カードを記入 ・本時の学習を通して，学ん

と し，本時の学習を振り だことや気が付いたことを

め 返る。 ＜一斉＞ 書かせ，学習のまとめをさ

る せる。

５ ７ あいさつ ＜一斉＞

分

(5) 準備物

生徒・・教科書，ノート，ファイル，ワークシート，道案内用カード

教師・・教科書，ワークシート，道案内用カード，道案内用資料

生徒用自己評価カード，黒板添付用カード，移動式パネル３台

(6) 本時の評価

評価 評 価 規 準 に 照 ら し た 評 価

規準 (Ａ)十分に満足できる (Ｃ)支援が必要である生徒への手だて

①

ペアやグループワークの中で，間違いを気に ペアやグループワークの中で，間違いを恐れ

せずに，積極的に会話の中で自分の意見や考 ることなく会話を続けることができるよう

えを表現しようとする。 に，その場に応じて的確に助言していく。

②

身振りや手振り，知っている語句や表現を利 基本表現や語句を確認させ，何度か口頭練習

用して，目的地までの乗り物の行き方を，た をさせることにより，目的地までの乗り物の

ずねたり教えたりすることができる。 行き方を，たずねたり教えたりすることがで

きるように支援する。



（7）板書計画

Speaking Plus ２ 道案内 ＊仙台駅で道案内をしてみよう＊

今日の活動の流れ

１ Checking skits (in group)

・作ったスキットの手直しと練習

２ Presentation １ (in group)

・スキットの発表

３ Presentation ２ (in pair)

・中学生役・・旅行者役に道案内をしよう

・旅行者役・・中学生役に道案内をしてもらおう

(8)授業会場配置図

ホワイトボード

教卓

パネル パネル パネル

バスターミナル 地下鉄 JR線

A D G

B E H

C F I

(9)座席表（別紙）
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Speaking Plus 2 道案内

＜資料１：バス編①＞ るーぷる仙台利用

行 き 先 バスNO 仙台駅からの

所要時間

１ 瑞鳳殿 Zuihoden １５－３ １５分

２ 仙台市博物館 Sendai City Museum １５－３ １９分

３ 青葉城跡 Aoba Castle １５－３ ２２分

４ 東北大学植物園 Tohoku Univ. １５－３ ２４分

Botanical Garden

５ 宮城県美術館 Miyagi Museum of Art １５－３ ３５分

６ 大崎八幡宮 Osaki Hachiman Shrine １５－３ ４３分

７ メディアテーク Sendai Mediatheque １５－３ ５５分

８ 定禅寺通 Jozenji Street １５－３ ５８分
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Speaking Plus 2 道案内

＜資料１：バス編②＞

行 き 先 バスNO 仙台駅からの

所要時間

１ 宮城県美術館 Miyagi Museum of Art １６ １０分

２ 大崎八幡宮 Osaki Hachiman Shrine １０ １７分

３ メディアテーク Sendai Mediatheque ３１ １０分

４ 定禅寺通 Jozenji Street ３１ １０分

５ 八木山動物園 Yagiyama Zoo １１ ２０分

６ 秋保温泉 Akiu Onsen ８ ５５分

７ 東照宮 Toshogu Shrine １８ ９分

８ 西公園 Nishi Park １５ ６分

９ 仙台文学館 S e n d a i L i t e r a t u r e ２３ １９分

Museum

１０ 青葉通一番町 Aoba Street 1 Bancho １５ ４分

１１ 作並温泉 Sakunami Onsen １０ １時間５分

１２ 輪王寺 Rinnoji Temple ２４ １６分

１３ 仙台市博物館 Sendai City Museum ９ １９分
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Speaking Plus 2 道案内

＜資料２：地下鉄編＞

行 き 先 地下鉄NO 仙台駅からの

所要時間

１ 定禅寺通 Jozenji Street ２ ３分

２ 勾当台公園 Kotodai Park ２ ３分

３ 青葉通一番町 Aobadori Ichibancho ２ ３分

４ 台原森林公園 Dainohara Park ２ ８分

５ ユアテックスタジアム Yurtec Stadium Sendai ２ １３分

６ 地底の森ミュージアム Tomizawa Site Museum １ １０分

７ ザモール 長町 The Mall Nagamachi １ １０分

８ 仙台市体育館 Sendai City Gymnasium １ １２分
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Speaking Plus 2 道案内

＜資料３：JR仙山線編＞

行 き 先 地下鉄NO 仙台駅からの

所要時間

１ 東照宮 Toshogu Shrine ８ ４分

２ 仙台市天文台 Sendai Astronomical ８ ２６分

Observatory

３ 西仙台ハイランド Nishi-Sendai Highland ８ ４０分

４ 作並温泉 Sakunami Onsen ８ ４１分

５ 奥新川 Oku ー nikkawa ８ ４８分

６ 山寺 Yamadera ８ ６０分
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Speaking Plus 2 道案内

＜資料４：JR仙石線編＞

行 き 先 地下鉄NO 仙台駅からの

所要時間

１ 榴ヶ岡公園 Tutsujigaoka Park ２ ３分

２ クリネックススタジアム Kleenex Stadium ２ ６分

３ 宮城野原公園 Miyaginohara Park ２ ６分

４ 多賀城跡 Site of Taga Castle ２ ２３分

５ 塩竃神社 Shiogama Templei ２ ３０分

６ 松島 Matsushima ２ ４０分


